
 

  

 

 

 

学位論文の内容の要旨 

 

ヘモプラズマは赤血球寄生マイコプラズマの総称であり，宿主に貧血，発熱，食欲不振

などを引き起こす。牛では Mycoplasma wenyonii（Mw）および ‘Candidatus Mycoplasma 

haemobos’（CMh）の 2 種が知られているが，感染種は宿主動物によって異なる。これら牛

ヘモプラズマ 2種の混合感染時における病原性や感染のリスク要因，牛白血病ウイルスや

小型ピロプラズマ症など他の感染症とヘモプラズマが混合感染した際の病原性の相互作用，

あるいはヘモプラズマ感染が牛の生産性に及ぼす影響，ヘモプラズマ感染症発症例におけ

る臨床病理学的所見等は不明である。また，羊や，野生偶蹄類であるエゾシカのヘモプラ

ズマ感染種やその浸潤状況は不明な点が多い。そこで本研究では，牛ヘモプラズマ感染の

リスク要因と牛の生産性に与える影響を明らかにし，また，羊とエゾシカにおけるヘモプ

ラズマ病原体の浸潤状況および系統学的位置付けを明らかにすることで，牛およびその他

偶蹄類におけるヘモプラズマ感染症の疫学的性状を解明することを目的とした。 

 まず，第 1章では，全血を用いた direct PCR 法による簡易迅速牛ヘモプラズマ検出法を

開発した。牛末梢血液 49 検体およびプラスミド DNA を用いて direct PCR 法と従来の

standard PCR 法と比較したところ，standard PCR では 33 検体，direct PCR では 35 検体

が陽性であり，検出限界はそれぞれ 52 コピーおよび 5コピーであった。さらに direct PCR

は standard PCRと比較し，作業時間，コストを大幅に削減でき，疫学調査に応用可能であ

ると思われた。以降の研究はこの direct PCR 法を用いて実施した。 

 次に，第 2章では，北海道道東地区の 1放牧地および 3農場に飼養される牛 343頭を対

象としてヘモプラズマ感染のリスク要因解析を行った。その結果，農場飼育および 1-3才

において高率に感染が確認された。今回用いた放牧牛の検体は入牧直後のものであり，退
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牧直後の 1-3才で高率にヘモプラズマ感染が認められたことから，放牧が感染拡大に関与

しており，さらに，初産に伴うストレスが 1-3 才のヘモプラズマ感染に影響したものと思

われた。また，牛白血病ウイルス感染はヘモプラズマ感染のリスク要因ではなかった。Mw

と CMh の混合感染の病原性は，CMh 単独感染群と同等もしくはやや弱いものと思われた。

さらに，牛ヘモプラズマと小型ピロプラズマの混合感染の影響を評価したところ，それぞ

れの単独感染と比較して混合感染が起きにくく，また，混合感染時には小型ピロプラズマ

の病原性が弱まり，寄生度も低下した。野外の放牧牛において両病原体の間にいわゆる干

渉現象が存在することが示唆された。 

 次に，第 3章では，妊娠牛 93頭とその産子 80頭を用いてヘモプラズマ感染が乳量，子

牛体重，血液性状などに及ぼす影響を検討した。ヘモプラズマ陽性牛の乳量は，陰性牛と

比較し有意に低下しており，CMh群と，Mwと CMh の混合感染群はより長期に乳量が低下し

ていた。また，ヘモプラズマ陽性牛から産まれた子牛の体重は陰性群のものと比較し低下

していた。慢性感染期においてもヘモプラズマは牛の生産性に悪影響を及ぼす可能性が示

唆された。ヘモプラズマ陽性牛の血液性状に異常は認められず，乳量低下および産子体重

の低下の詳細な機序は不明であった。 

また，ヘモプラズマ感染自然発症例を用いてヘモプラズマ感染が子牛の発育に及ぼす影

響を評価した。PCV の変動とヘモプラズマコピー数には相関がみられ，症例の貧血はヘモ

プラズマの増殖に起因していた。症例は，虚弱子牛症候群に伴う免疫能低下によってヘモ

プラズマを発症し，持続する貧血が症例の発育不良の増悪に関与した可能性が考えられた。 

 最後に第 4章では，羊ヘモプラズマの感染種およびその浸潤状況を明らかにするため，

羊のヘモプラズマ感染症自然発症例の解析と疫学調査を行った。発症例から Mycoplasma 

ovis および‘Candidatus Mycoplasma haemovis’，2種のヘモプラズマが検出され，発症は伝

染性膿疱性皮膚炎および 2種のヘモプラズマの混合感染に起因したものと思われた。さら

に，同居羊および周辺農場に飼養される羊を用いた疫学調査では，両者ともヘモプラズマ

感染が確認された。ヘモプラズマは，発症羊の輸入元であるオーストラリアから導入され

た可能性が考えられた。 

 また，エゾシカにおけるヘモプラズマ浸潤状況および海外種との比較を行うため，北海

道内で捕獲されたエゾシカ 51 頭を用い PCR 解析を行った。その結果，23 頭にヘモプラズ

マ 感 染 （ ‘Candidatus Mycoplasma haemocervae’ お よ び ‘Candidatus Mycoplasma 

erythrocervae’）が認められ，遺伝子解析の結果から日本のシカヘモプラズマは海外のシ

カ由来のものとは別種である可能性が示唆された。 

以上，本研究において牛ヘモプラズマ病原体の感染のリスク要因とその病原性，他の感

染症との相互作用が明らかとなり，さらにヘモプラズマ感染が牛の生産性に対し負の影響

を与えていることが示された。また，羊およびエゾシカにおけるヘモプラズマ感染種とそ

の浸潤状況が明らかとなった。 

 

 

ヘモプラズマは赤血球表面に寄生するマイコプラズマの総称であり，牛では Mycoplasma 

wenyonii（Mw）および‘Candidatus Mycoplasma haemobos’（CMh）の 2 種が知られている。
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審 査 結 果 の 要 旨 



 

  

よび牛以外の偶蹄類におけるヘモプラズマ感染性状について検討した。 

 まず，ヘモプラズマの簡易迅速診断を目的に，全血を材料とする direct PCR 法による検

出法を開発した。本 PCR は従来法に比べて感度が高く,かつ作業時間とコストを大幅に削減

でき，以降のヘモプラズマ研究の重要なツールとなった。 

 次に，北海道の牛を対象にヘモプラズマ感染のリスク要因を解析したところ，放牧が感

染拡大に関与すること，および初産に伴うストレスが若牛の感染に影響する可能性が示唆

された。また，牛白血病感染はヘモプラズマ感染のリスク要因ではなく，Mwと CMhの混合

感染の病原性は，CMh 単独感染群と同等もしくは弱いことを明らかとした。小型ピロプラ

ズマとの混合感染の影響を評価したところ，混合感染時には小型ピロプラズマの病原性が

弱まり寄生度も低下する，いわゆる干渉現象が存在することを示した。さらに，ヘモプラ

ズマ感染が牛の乳量および子牛体重に及ぼす影響を検討し，陽性牛の乳量は陰性牛より有

意に低下しており，陽性牛産子の体重は陰性牛産子より低く，ヘモプラズマ感染が牛の生

産性に悪影響を及ぼすことを明らかとした。 

 最後に羊とエゾシカのヘモプラズマ感染種について調査した。北海道内の羊の発症例か

らは Myocoplasma ovis および‘Candidatus Mycoplasma haemovis’が検出され，ヘモプラ

ズマは輸入元であるオーストラリアから導入された可能性が考えられた。また，エゾシカ

か ら は ‘Candidatus Mycoplasma haemocervae’ お よ び ‘Candidatus Mycoplasma 

erythrocervae’が認められたが，遺伝子解析の結果から日本のシカヘモプラズマは海外の

シカ由来のものとは別種である可能性が示唆された。 

以上，申請者は牛ヘモプラズマ感染のリスク要因とその病原性，および他の感染症との

相互作用を明らかとし，さらにヘモプラズマ感染が牛の生産性に対し負の影響を与えてい

る可能性を示した。また，羊およびエゾシカにおけるヘモプラズマ感染種を明らかとした。

これらの知見は我が国におけるヘモプラズマ研究の発展に大いに貢献するものである。  

 

 以上について，審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位論

文として十分価値があると認めた。 
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